
「大隅史談会」現地研修会のご案内

令和 2年 10月 7日

大隅史談会会長 瀬角龍平

大隅史談会では、毎年、大隅地域の史跡を巡り、現地で専門家が解説する研修会を開催し

ています。今年は、下記の内容で、肝付町にある 3ヶ所の史跡での研修を計画しています。

参加を希望される方は、下記の「５ 参加申し込み方法」により、お申し込み下さい。

記

１ 開催日時

令和 2年 11月 15日（日）10時～15時 ＊ 小雨決行

＊＊ 大雨の場合は、集合場所で写真や配布資料を使って口頭説明し、弁当を食べて解散。

ただし、雨の程度によっては道隆寺を見学することもあります。

２ 集合時刻と集合場所

① 集合時刻 9時 30分

② 集合場所 肝付町本城集落センター(鹿児島県肝属郡肝付町新富 9110)

内之浦へ続く県道 561号沿いにあり、目印になる大銀杏があります。

３ 参加費

弁当代・保険代・資料代込みで、1,000円（当日、徴収します）

４ 研修内容

① 研修場所

② 案内･説明担当者 福谷 平 副会長

５ 参加申し込み方法

1 申込み手段

・電話：090-3735-1246 白井森芳（事務局担当）

・葉書：宛先 〒893-0064 鹿屋市西原 3丁目 8-17 白井森芳

2 申込み･記入事項（必須）

・大隅史談会の現地研修会への参加申し込み ・氏名 ・電話番号 ・郵便番号と住所

③ 申込期限 令和 2年 11月 10日（火）

以上

1 道隆寺跡 2 高山城 3 柳井谷の陣跡

鎌倉時代に宋から渡来した禅

僧･蘭渓道隆が寛元 4（1246）

年に開基した日本初の禅寺跡。

18代にわたりこの地を治めた

肝付氏の本拠地で、昭和 20

（1945）年に国の史跡に指定。

永正 3（1506）年、11代･島津

忠昌が高山城主の 14 代･肝付

兼久を攻撃したときの本陣跡。


